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恩賜林百年の森づくり
恩賜林百年の森づくり委員会開催

第3回定例会 
平成24年度決算を認定

おんしりんイベント報告
トピック
「循環型木材資源の利用体系を目指して」
組合からお知らせ

　広報「おんしりん」は、創刊号発行から27年
目にして100号を迎えることができました。 ｠
　今後も、組合の情報をみなさんにわかり
やすく紹介していきます。

広報 恩賜林

創刊号　昭和６１年３月

７０号　平成１７年２月

45号　平成１０年１２月



　
こ の 委 員 会 は 、 昨 年 制 定 さ れ た 「 恩 賜 林

百 年 の 森 づ く り 条 例 」 に 基 づ い て 設 置 さ れ た も の で 、

　
森 づ く り 構 想 及 び 森 づ く り 基 本 計 画 に 関 す る こ と 。

　
森 づ く り に 関 す る 基 本 的 な 事 項 に 関 す る こ と 。

　
組 合 長 が 必 要 と 認 め る こ と 。

に つ い て 協 議 、 調 査 及 び 評 価 を 行 い ま す 。

　
1 回 目 で あ る 今 回 は 委 員 の 委 嘱 や 、 組 合 長 か ら 恩 賜 林 百 年 の 森 づ

く り 構 想 に つ い て の 諮 問 な ど が 行 わ れ ま し た 。

 今 後 は 、 恩 賜 林 百 年 の 森 づ く り 構 想 に つ い て 審 議 を 行 い 、 組 合 長 に 答

申 す る 予 定 で す 。

恩 賜 林

百 年 の 森 づ く り

委 員 会 開 催

平 成 ２５ 年 9 月 1
7 日 恩 賜 林 百 年 の

森 づ く り 委 員 会 が 開 催 さ れ ま し た 。

恩
賜
林
百
年
の
森
づ
く
り 御 料 地 の 御 下 賜 か ら

一 世 紀 を 経 た こ と を 機 に 、

恩 賜 林 組 合 で は 、

森 づ く り が 百 年 の 計 で

あ る こ と を 認 識 し 、

環 境 ・ 資 源 ・ 文 化 と と も に

豊 か な 森 林 を 育 て 、

次 世 代 に 引 き 継 ぐ こ と を 願 い

恩 賜 林 百 年 の

森 づ く り 構 想 を 作 成 し ま す 。

　
恩 賜 林 組 合 の 管 理 す る 富

士 山 北 面 約 ８ ， １ ０ ０ ヘ ク

タ ー ル の 森 林 は 、 林 産 物 の 供

給 、 地 球 温 暖 化 の 防 止 、 土 砂

災 害 の 防 止 や 水 源 の か ん 養 、

富 士 北 麓 自 然 環 境 の 保 全 、 入

会 住 民 の 保 健 ・ レ ク リ エ ー

シ ョ ン な ど 森 林 の 多 面 的 な

機 能 を 発 揮 す る と と も に 、 生

活 、 文 化 活 動 の 場 と し て 地 元

入 会 住 民 に 恩 恵 を も た ら し

て き た 。

　
恩 賜 林 組 合 で は 、 地 元 入 会

住 民 の 財 産 で あ る 富 士 北 面

の 管 理 地 を 、 先 人 が 長 年 培 っ

て き た 入 会 の 仕 組 み を 活 か

し な が ら 森 林 の 多 面 的 機 能

を １ ０ ０ 年 後 の 子 孫 へ と 繋

い で い く た め に 、 地 元 入 会 住

民 と 共 働 に よ る 森 づ く り を

目 指 し て い き ま す 。

（ 1 ） 森 林 の 有 す る 公 益 的 機 能 が 住 民 の 生 活 の 安 全 及 び 安 心 の 基 盤

で あ る こ と か ら 、 自 然 の 仕 組 み を 重 視 し た 長 期 的 な 展 望 に 立 ち 、 生

物 の 多 様 性 に 配 慮 す る と と も に 、 立 地 条 件 等 の 特 性 に 応 じ た 適 正 な

森 林 管 理 を 実 施 す る こ と に よ り 、 公 益 的 機 能 が 高 度 に 発 揮 さ れ る 森

づ く り を 推 進 す る こ と 。

（ 2 ） 林 業 及 び 木 材 産 業 の 健 全 な 発 展 が 人 工 林 の 適 正 な 管 理 に 寄 与

す る こ と か ら 、 林 業 及 び 木 材 産 業 を 振 興 す る こ と に よ り 、 木 材 資 源 の

循 環 利 用 が 可 能 な 森 づ く り を 推 進 す る こ と 。

（ 3 ） 入 会 の 営 み 並 び に 歴 史 及 び 文 化 の 継 承 を 通 じ て 、 組 合 の 構 成 市

村 な ど が 行 う 地 域 づ く り と 一 体 と な っ て 森 づ く り を 推 進 す る こ と 。

（ 4 ） 継 続 的 な 森 林 管 理 を 行 う た め に は 、 多 様 な 人 材 が 必 要 な こ と か

ら 、 森 づ く り の 担 い 手 を 育 成 す る と と も に 、 住 民 と の 共 働 に よ る 森 づ

く り を 推 進 す る こ と 。

恩 賜 林 百 年 の 森 づ く り 条 例  基 本 理 念

平 成 二 十 四 年 度 組 合 一 般 会 計 及 び 平 成 二 十 四 年

度 組 合 林 産 物 流 通 事 業 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算

認 定 に つ い て （ 認 定 ）

 一 般 会 計 の 決 算 は 、 歳 入 二 十 五 億 七 千 六 百 二 万 四

千 九 百 七 十 九 円 、 歳 出 二 十 五 億 六 千 百 十 八 万 二

千 七 百 五 十 五 円 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 千 四 百 八 十

四 万 二 千 二 百 二 十 四 円 で す 。

　
林 産 物 流 通 事 業 特 別 会 計 の 決 算 は 、 歳 入 歳 出

と も に 五 千 七 十 三 万 千 三 百 七 十 三 円 で す 。

｠

財 産 の 処 分 に つ い て （ 可 決 ）

　
市 道 と し て 公 共 の 利 益 に 供 す る た め 入 会 地 を

処 分 す る こ と に つ い て 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の

で す 。

平 成 二 十 五 年 度 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 二 号 ）

（ 可 決 ）
　
既 定 の 予 算 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 九 十 一 万 四 千

円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 額 を 二 十 三 億 七 百 九

十 一 万 九 千 円 と す る も の で す 。

富 士 吉 田 市 外 二 ヶ 村 恩 賜 県 有 財 産 保 護 組 合 公

告 式 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て （ 可 決 ）

　
富 士 吉 田 市 に お け る 住 所 表 示 の 実 施 に 伴 い 、

条 例 の 一 部 を 改 正 す る も の で す 。

富 士 吉 田 市 外 二 ヶ 村 恩 賜 県 有 財 産 保 護 組 合 助

役 の 選 任 に つ い て （ 同 意 ）

　
組 合 助 役 に 天 野 初 文 氏 を 選 任 す る こ と に つ い

て 、 同 意 を 求 め る も の で す 。
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奥 脇  和 一

富 士 吉 田 市 上 吉 田

新 議 員 の 紹 介

　
組 合 会 議 員 の 辞 職 に 伴

い 、 9 月 に 新 し く 就 任 し

ま し た の で 紹 介 し ま す 。

天 野  初 文

山 中 湖 村
新 助 役 の 紹 介

　
平 成 25 年 第 ３ 回 定 例

会 に お い て 、 助 役 が 新 し

く 就 任 し ま し た の で 紹 介

し ま す 。
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今 年 ６ 月 、 富 士 吉 田 市 を は じ め と す る 富 士 北 麓 地 域 に

お い て 世 界 ５６ ヶ 国 ４ ０ ７ 人 の 参 加 者 を 迎 え 開 催 さ れ た

「 国 際 コ モ ン ズ 学 会 北 富 士 大 会 」 の 最 終 の 組 織 委 員 会

が １０ 月 ２４ 日 に ハ イ ラ ン ド リ ゾ ー ト ホ テ ル ＆ ス パ で 行 わ

れ 、 大 会 の 報 告 及 び 決 算 に つ い て 認 定 し 、 委 員 会 は 今

回 を も っ て 解 散 す る こ と を 決 め ま し た 。

　
１４ 回 目 を 迎 え た 今 大 会 は 、 コ モ ン ズ の 当 事 者 （ 入 会 権 者 と そ の 組 織 ） が 招 致 し 、

研 究 者 と 協 働 で 主 催 す る と い う 今 ま で に な い 試 み が も た れ た こ と か ら 、 開 催 ま で の

過 程 そ の も の が 研 究 対 象 と な る な ど 、 非 常 に 注 目 さ れ た 大 会 で あ り ま し た 。

　
大 会 の 締 め と な る 今 回 の 組 織 委 員 会 は 、 委 員 に 加 え 入 会 組 合 、 寄 附 団 体 な ど 大

会 に 携 わ っ た 多 く の 関 係 者 が 参 加 し た な か 開 催 さ れ 、 地 元 一 市 二 村 の 市 村 長 ら 組

織 委 員 が 大 会 の 総 括 ・ 講 評 を 行 い ま し た 。 研 究 者 代 表 か ら は 「 式 典 や 食 事 な ど 、

地 元 か ら の お も て な し が 参 加 者 の 心 に 十 分 伝 わ り 、 過 去 最 高 の 大 会 で あ っ た 。 研

究 者 が そ の 枠 に と ど ま る こ と な く 、 入 会 の 当 事 者 の 参 加 を 得 て 、 共 に 考 え 、 共 に

手 を 取 り 合 い な が ら 解 決 を 見 出 し て い く と い う ま さ に コ モ ン ズ の 根 本 的 思 想 を 実

現 し 、 さ ら に 、 日 本 の 入 会 を 、 当 地 で あ る こ の 北 富 士 地 域 か ら 世 界 に 発 信 し た と

い う 学 術 的 成 果 は 計 り 知 れ な い 。 今 大 会 の 成 功 が さ き が け と な り 、 今 後 の 学 会 運

営 の 基 礎 と し て 発 展 し て い く こ と を 確 信 し て い る 。 」 と 高 い 評 価 を 得 ま し た 。

　
ま た 、 組 織 委 員 会 後 に は 「 大 会 終 了 記 念 講 演 会 」 と し て 、 大 会 開 催 の ３ つ の 目

論 見 で あ っ た

① 学 会 と し て の 学 術 的 な 成 果

② 北 富 士 入 会 の 発 信 交 流

③ 富 士 北 麓 に 国 際 交 流 産 業 を 萌 芽

に つ い て 、 成 果 と 未 来 に 向 け た 展 望 を そ れ ぞ れ の 専 門 家 が 講 演 し ま し た 。
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第 5 回 恩 賜 林 杯 囲 碁 大 会

　
み な さ ん 日 ご ろ の 鍛 錬 の 成 果 を 十 分 に

発 揮 す べ く 、 大 会 に 臨 み ま し た 。 中 に は 歓

声 が 沸 き 起 こ る 、 白 熱 し た 対 局 も あ り 、 盛

会 の 内 に 終 了 し ま し た 。

国 際 コ モ ン ズ 学 会 北 富 士 大 会

最 終 の 組 織 委 員 会 開 催

　
14
回
目
の
恩
賜
林
杯
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、富
士
北
麓
地
区
の
男
女

合
わ
せ
て
22
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。レ
ベ
ル
の
高

い
接
戦
の
結
果
、男
子
の
部

は
、小
立
Ｕ
ni
te
d、
女
子
の

部
は
、下
一
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し

ま
し
た
。

　
選
手
の
み
な
さ
ん
の
健

闘
を
称
え
ま
す
。

男
子
の
部
　
優
勝
　
小
立
U
ni
te
d

女
子
の
部
　
優
勝
　
下
一
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

８
/７

（
水
）

国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会

北
富
士
大
会
終
了
記
念
講
演
会

－
大
会
の
振
り
返
り
と
未
来
に
向
け
て
－

①
学
会
と
し
て
の
学
術
的
な
成
果

秋
道
 智
彌
（
あ
き
み
ち
 と
も
や
）

大
会
共
同
議
長
・

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所

名
誉
教
授

「
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
で
あ
る
故
オ
ス
ト
ロ
ム
教
授

が
強
く
希
望
し
て
い
た
コ
モ
ナ
ー
（
入
会
の
当
事
者
）

と
の
連
携
に
よ
る
大
会
開
催
を
初
め
て
実
現
で
き
た

意
義
と
経
験
が
、今
後
の
研
究
に
及
ぼ
す
影
響
は
大

き
い
。
」

②
北
富
士
入
会
の
発
信
交
流

楜
澤
 能
生
(く
る
み
さ
わ
 よ
し
き
)

早
稲
田
大
学
教
授
・

早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所

所
長

「
厳
密
な
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
社
会
が
維

持
管
理
さ
れ
て
い
る
北
富
士
入
会
の
シ
ス
テ
ム
は
、

海
外
の
研
究
者
か
ら
非
常
に
注
目
さ
れ
、
ま
た
、と

も
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
」

③
富
士
北
麓
に
国
際
交
流
産
業
を
萌
芽

蜷
川
 彰
(に
な
が
わ
 あ
き
ら
)

日
本
政
府
観
光
局
（
JN
TO
）

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
部
長

「
今
大
会
の
経
済
波
及
効
果
が
全
体
で
3億
円
以
上

の
効
果
が
あ
っ
た
と
試
算
し
て
い
る
が
、
国
際
会
議

誘
致
は
地
方
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な

り
得
る
。
」
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/1
3

（
日
）

手
す
き

は
が
き
講
座

10
/1
4

（
月
）

お
歌
も
踊
り
も

し
ま
し
た

自
分
だ
け
の

は
が
き
が

で
き
た
か
な
？

○R



木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
し
た
機
器
は
、タ
イ
プ
も
さ
ま
ざ
ま
で
デ
ザ
イ
ン
豊
富

ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ

ペ
レ
ッ
ト

ボ
イ
ラ
ー

防 止 や 、 二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 削 減 、 水 源 の

か ん 養 、 生 物 多 様 性 の 保 全 な ど 、 森 林 の 多

面 的 機 能 の 発 揮 に も 繋 が っ て い き ま す 。

　
現 在 の 経 済 社 会 の 中 で 、 森 林 資 源 な ど

を 利 用 し た 環 境 と 調 和 し た 循 環 型 社 会 の

構 築 を 図 る こ と が 課 題 と な っ て お り 今 後

加 工 時 の 環 境 負 荷 が 極 め て 少 な く 、 再 生

可 能 な 生 物 資 源 で あ る 森 林 資 源 の 利 用

は 、 ま す ま す 重 要 に な っ て き て い ま す 。

　
東 日 本 大 震 災 は 、 日 本 の エ ネ ル ギ ー 安 定

供 給 の 脆 弱 性 を 明 ら か に し 、 国 内 に お い て

は エ ネ ル ギ ー 政 策 の 見 直 し が 喫 緊 の 課 題 と

な っ て お り 、 今 ま で の 、 原 子 力 や 化 石 燃 料

に 依 存 し た エ ネ ル ギ ー 社 会 か ら 、 環 境 へ の

負 荷 が 少 な い 持 続 可 能 な 循 環 型 社 会 へ の

転 換 へ と 意 識 が 変 わ っ て き て い ま す 。

　
高 度 経 済 成 長 期 に エ ネ ル ギ ー 需 要 量 が

大 き く な る 中 で 、 1 9 6 0 年 に は 5
8 ％ で

あ っ た エ ネ ル ギ ー 自 給 率 は 、 そ れ 以 降 大 幅

に 低 下 し て い き 、 2 0 1 0 年 の エ ネ ル ギ ー

自 給 率 は 水 力 ・ 地 熱 ・ 太 陽 光 ・ バ イ オ マ ス 等

に よ る 4 ・ 4 ％ に す ぎ ま せ ん 。

　
エ ネ ル ギ ー 自 給 率 の 低 下 は 、 現 在 日 本 の

エ ネ ル ギ ー 政 策 の 重 要 な 課 題 と な っ て お り

エ ネ ル ギ ー 構 成 や 供 給 源 の 多 様 化 が 求 め

ら れ て い ま す 。

　
国 に お い て も 平 成 2
4 年 「 再 生 エ ネ ル ギ ー

の 固 定 価 格 買 取 制 度 」 が 開 始 さ れ 、 電 気 業

者 に 対 し て 太 陽 光 、 風 力 、 中 小 水 力 、 地

熱 、 バ イ オ マ ス を 用 い て 発 電 さ れ た 電 気 を 一
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森 林 の 資 源 に は 木 材 資 源 、 生 態 系 の 保

全 や 癒 し の 効 果 を も た ら す 環 境 資 源 、 森

林 か ら も た ら さ れ る 水 資 源 、 景 勝 地 の 保

全 や 観 光 資 源 と な る 文 化 ・ 観 光 資 源 、 き の

こ や 山 菜 な ど の 里 山 資 源 な ど が あ り ま す 。

こ れ ら の 資 源 は 先 人 が 山 に 木 を 植 え 下 草

刈 り や 間 伐 な ど 適 切 に 管 理 し て き た た め

現 在 に 引 き 継 が れ て き た も の で す 。

　
こ れ ら の 森 林 資 源 は 、 繰 り 返 し 使 用 す る

こ と が で き る 再 生 可 能 資 源 で あ り 、 環 境 や

人 に や さ し い 天 然 資 源 で あ る た め 、 無 駄 に

な る と こ ろ が あ り ま せ ん 。 森 林 資 源 を 積 極

的 に 活 用 す る こ と は 、 森 林 を 整 備 ・ 保 全 す

る こ と に つ な が り 、 結 果 と し て 土 砂 災 害 の

定 の 期 間 ・ 価 格 で 買 い 取 る こ と を 義 務 付 け

て い ま す 。

　
こ の よ う な 中 、 森 林 の 適 切 な 管 理 に よ り

再 生 産 で き 、 エ ネ ル ギ ー 源 と し て 持 続 的 に

活 用 で き る 木 質 バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー の 利

用 が 注 目 さ れ て き て い ま す 。

　
「 木 質 バ イ オ マ ス 」 は 「 森 林 」 を 原 料 と し

た 資 源 の こ と で す 。 森 林 は 大 気 中 の

C O ² だ け を 吸 収 し 、 余 剰 と な っ た 酸 素 を

大 気 中 に 放 出 し て く れ る と て も あ り が た い

存 在 で す 。 森 林 の 活 用 が 広 が り 、 森 林 面 積

が 広 が れ ば 、 よ り 多 く の 二 酸 化 炭 素 が 吸 収

さ れ る よ う に な る と 期 待 さ れ ま す 。

　
国 は 、 平 成 2
3 年 7 月 に 策 定 さ れ た 「 森

林 ・ 林 業 基 本 計 画 」 の 中 で 、 平 成 3
2 年 に お

け る 木 材 資 源 を 利 用 し た 燃 料 用 等 の パ ル

プ ・ チ ッ プ 用 材 の 利 用 目 標 を 6 0 0 万 ㎥ と

見 込 ん で い ま す 。 そ の 上 で 、 木 質 バ イ オ マ ス

の エ ネ ル ギ ー 利 用 に 向 け て 、 石 炭 火 力 発 電

所 や 木 質 バ イ オ マ ス 発 電 所 に お け る 未 利 用

間 伐 材 の 利 用 、 地 域 に お け る 熱 電 供 給 シ

ス テ ム の 構 築 、 効 率 的 な 発 電 ・ 熱 供 給 シ ス

テ ム の 開 発 等 を 推 進 し て い く こ と と し て い

ま す 。
　
富 士 山 北 面 約 8 ， 1 0 0 ㌶ の 森 林 を 管

理 し て い る 恩 賜 林 組 合 の 造 林 事 業 か ら 発

生 す る 木 材 資 源 は 年 間 約 5 ， 0 0 0 ㌧ と

推 定 さ れ ま す 。 こ れ は 灯 油 2 6 0 万 ㍑ 分

の エ ネ ル ギ ー 量 に 相 当 し ま す 。

　
恩 賜 林 組 合 で は 、 こ の 木 材 資 源 の 有 効

活 用 に よ る 環 境 と 共 生 し た 循 環 型 社 会 づ

く り を 目 指 し 、 木 質 バ イ オ マ ス 生 産 事 業 を

計 画 し て い ま す 。

　
木 質 バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー の 種 類 と し て

は 、 昔 か ら 使 わ れ て き た 薪 や 木 炭 の ほ か

に 、 木 材 を 小 片 に 切 削 ・ 破 砕 し た 「 木 材 チ ッ

プ 」 や 、 お が 粉 等 を 圧 縮 形 成 し た 「 木 質 ペ

レ ッ ト 」 が あ り ま す 。

　
木 質 ペ レ ッ ト は 着 火 、 温 度 調 整 等 操 作 性

に 優 れ て い る た め 、 断 続 運 転 を 行 う 施 設

や 、 常 に 一 定 温 度 に 保 つ 必 要 が あ る 温 室 や

温 泉 施 設 の ボ イ ラ ー 、 ま た 一 般 家 庭 用 の ス

ト ー ブ な ど に 向 い て い ま す 。

　
近 年 ペ レ ッ ト ス ト ー ブ は 、 木 質 ペ レ ッ ト の

普 及 に と も な い 機 能 も 操 作 性 も 大 き く 改

良 さ れ て い ま す 。

　
燃 料 効 率 も 8
5 〜 9
0 % ま で 達 成 さ れ 、 不

完 全 燃 焼 の と き に 排 出 す る 一 酸 化 炭 素 は

　
澄 ん だ 空 気 、 雄 々 し く 茂 る 森 林 、 清 ら か な 水… 富 士 北 麓 の 地 に 息 づ く こ の 豊 か な 自 然 は 、

私 た ち が 先 人 か ら 受 け 継 い だ 素 晴 ら し い 財 産 。 そ の 恵 み を 享 受 す る と と も に 、 未 来 へ と つ な

い で い く た め に 、 植 林 を し た り 、 間 伐 や 除 伐 を し て 木 々 を 育 て た り 、 と き に は 、 ル ー ル を 守 ら

な い 人 々 を 取 り 締 ま っ た り し て 、 長 き に わ た り 大 切 に 守 っ て き ま し た 。

　
し か し 、 地 球 規 模 で の 環 境 破 壊 が 進 み 、 そ の 結 果 、 温 暖 化 な ど 深 厚 な 問 題 が 生 じ て い る

今 、 富 士 北 麓 に お い て も 、 従 来 の 行 い だ け で 自 然 環 境 を 保 全 す る こ と は 難 し く な っ て し ま い

ま し た 。 も っ と 根 本 的 な 対 策 を し な い と 、 こ の 美 し い 自 然 も 、 私 た ち の 暮 ら し も 、 さ ら に は 地

球 も 、 近 い 将 来 破 た ん し て し ま う か も し れ ま せ ん 。

　
そ う な ら な い た め に 、 今 ど う す れ ば い い の か 。 こ の 森 を 未 来 へ と つ な げ る た め に 、 私 た ち に

何 が で き る の か 。 ぜ ひ 一 緒 に 考 え て み ま し ょ う 。

限 り な く ゼ ロ に 近 く な っ て い ま す 。

　
デ ザ イ ン も 豊 富 で 、 暖 炉 風 の 大 型 の も の

か ら リ ビ ン グ に 最 適 な シ ッ ク な デ ザ イ ン の

も の ま で 、 カ ラ ー 、 サ イ ズ と も に 多 種 多 様

な も の が 販 売 さ れ て い ま す 。

　
富 士 吉 田 市 ・ 山 中 湖 村 ・ 忍 野 村 の 家 庭 約

2 5 ， 0 0 0 世 帯 が 灯 油 ス ト ー ブ を ペ レ ッ

ト ス ト ー ブ に 変 え れ ば 富 士 北 麓 地 域 で 年

間 2 0 ， 0 0 0 ト ン の 二 酸 化 炭 素 が 削 減 さ

れ る こ と が 見 込 ま れ ま す 。（ 年 間 灯 油 使 用

量 3 2 0 ㍑ 換 算 ）

　
富 士 北 麓 の 森 林 資 源 を 木 質 バ イ オ マ ス

エ ネ ル ギ ー と し て 利 用 す る こ と は 、 地 球 温

暖 化 の 防 止 、 日 本 国 内 お け る エ ネ ル ギ ー 自

給 率 の 改 善 に 貢 献 す る こ と は も ち ろ ん 森

林 資 源 を 循 環 利 用 す る こ と に よ り 、 資 源

の 収 集 や 運 搬 、 バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー 供 給

施 設 や 利 用 施 設 の 管 理 ・ 運 営 な ど 、 新 し い

産 業 と 雇 用 が 創 ら れ 、 富 士 北 麓 地 域 の 活

性 化 に も 貢 献 す る こ と が で き ま す 。

　
恩 賜 林 組 合 で は 、 祖 先 か ら 受 け 継 い だ 森

林 資 源 を 管 理 ・ 運 営 し 、 生 み 出 さ れ た 価 値

を 入 会 住 民 に 還 元 し な が ら 未 来 へ 引 き 渡

し て い く た め 、 ２１ 世 紀 の 知 見 ・ 技 術 を 用 い て

森 林 の 価 値 を 総 合 的 に 見 直 し 、 森 林 資 源

の 循 環 利 用 が 可 能 な 事 業 展 開 を 検 討 し て

い き ま す 。

【 取 材 協 力 】
　山 梨 県 森 林 総 合 研 究 所

　
小 澤 雅 之 農 学

博 士
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無料法律相談
組合では、一市二村入会住民
の方を対象に、顧問弁護士に
よる無料法律相談日を設けて
います。
法律問題でお困りの方は、こ
の機会にご相談ください。

組合からお知らせ

冬の森でゲームをしながら、自然を
楽しんでみませんか？
日　時●平成26年1月12日（日）
　　　　10：00～12：00
場　所●恩賜林庭園
対　象●どなたでも
定　員●10名
参加料●無料
担　当●森林文化課

しめなわ教室
ワラを使って正月飾りのしめ縄を作りませんか。
日　時●平成25年12月15日（日）
　　　　10：00～12：00
　　　　13：00～15：00
場　所●恩賜林組合　
　　　　林業センター1階会議室
対　象●大人
定　員●各回とも10名
参加料●無料
担　当●森林文化課

申し込み・問い合わせ
●恩賜林組合 ☎22-3355

わたなべ  は づき
富士吉田市新倉

渡辺葉月ちゃん（2歳）
たかむら  り   ろ
山中湖村山中

高村梨呂ちゃん（5歳）

おんしりんの
お庭が

だーいすき

謝謝
来園
謝謝
来園

平成26年1月14日（火）　受付時間／13:00～14:00
【担当】 演習地対策課

次回相談日

自然体験会 ～冬の森をたのしもう！～

組合には、各種研修施設が整っており、利用することができます。
目的に応じて部屋の広さを変えるなどの対応も可能です。
使用料等の詳しい内容につきましては、お問い合わせください。
※休業日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12/29～1/3）

【研修施設】
研修室1・2・3／会議室／会議室兼視聴覚室／調理実習室
担　当●財産管理課

林業センター研修施設の
ご利用案内 冬季に入り、季節風が強く空気が乾燥して火災が発生

しやすい時期になりました。入会住民の皆様は、入山
する際には山火事防止にご協力をお願いします。山火
事の原因のほとんどが、人の火の取扱いの不注意で発
生しています。

●枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき
火をしないこと

●強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと
●火入れを行う際、許可を必ず受けること
●たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず
消すとともに、投げ捨てないこと

●火遊びはしないこと

山火事予防について

研修室

調理実習室

会議室兼視聴覚室

貴重な森林を山火事から守るため、
皆様のご協力をお願いします。


